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あらまし：我々は，MMI記述言語XISL(Extensible Interaction Scenario Language)を提案し，XISLで記述
された対話シナリオを実行するための MMI システムを開発している．本報告では，マルチモーダル対話
(MMI)システム構築支援のためのプロトタイピングツールについて述べる．MMIシステムを構築するため
の支援ツール，Interaction Builder(IB)により，利用できるモダリティの属性値（音声認識文法や応答文など）
の設定が容易になり，対話シナリオの効率的な記述が可能になる．今回の開発では，IPA擬人化音声対話
エージェント基本ソフトウェアプロジェクト(Galatea プロジェクト)で開発中の各種モジュールに対応す
るために，新規モダリティのサポート等，機能の追加を行なった．これにより同プロジェクトで開発中の
音声認識，顔画像合成，音声合成モジュールを組み込んだMMIシステムを，対話記述言語XISLに関する
知識なしでも開発することが可能になった． 
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Abstract : This paper presents a prototyping tool for multi-modal interaction(MMI) systems. We have 
proposed an MMI description language XISL, which enables system developers to describe MMI 
scenarios. Moreover, we have developed a prototyping tool “Interaction Builder (IB)” for constructing MMI 
systems.IB provides such functions as set-up of attribute values of modalities (speech grammar, etc.) and 
efficient description of MMI scenarios.In this paper, we introduce a new version of IB that supports new 
modalities developed by “Open-source Software for Developing Anthropomorphic Spoken Dialog Agents 
Project”(Galatea Project). A MMI system of the Galatea Project is consist of a speech recognition engine 
module, a facial image synthesis module, a speech synthesis module and a multi-modal interaction module. 
System developers can implement these MMI modules without the knowledge of MMI description 
language XISL by the support of IB. 
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1.    はじめにはじめにはじめにはじめに 
    我々は，マルチモーダル対話(MMI)記述言語
XISL(Extensible Interaction Scenario Language)
を提案すると共に[1][2]，XISL で記述した対話シ
ナリオに沿って，ユーザと対話を行なうことがで
きるMMIシステムを開発している．同時に，XISL
を用いて MMI システムを構築するための支援ツ
ール，Interaction Builder(IB)の開発を進めている．
IBはGUI操作によってXISLを記述することを目
的としたプロトタイピングツールで，これまでの
バージョンでは，我々のグループが開発してきた
MMIオンラインショッピングシステム(以降OLS
システムと呼ぶ)[3]を対象としている．IB を使用
することにより OLS システムで利用できるモダ
リティの属性値（音声認識文法など）の設定や，
対話シナリオ記述を効率的に行なうことができる． 
今回のバージョンでは，新たに情報処理振興協
会(IPA)の擬人化音声対話エージェント基本ソフ
トウェアプロジェクト(以降 IPA プロジェクトと
呼ぶ) [4]で開発中の顔画像合成モジュール，音声
認識モジュール，音声合成モジュールを組み込ん
だWindows版MMIシステム(以降 IPA-MMIシス
テムと呼ぶ)を対象とし，IPA-MMIシステムで利用
できるモダリティの属性値設定等，機能の追加を
行なった． 
以下では，始めにXISLを概観し，IPA-MMIシス
テムの概要を説明する．続いて，IBの機能につい
て述べる．尚，本 IBは完成後，一部が IPAプロ
ジェクト(Galatea Project)が提供するオープンソ
フトウェアに同梱される予定である． 
  
2.    MMI記述言語記述言語記述言語記述言語XISL 

XISLは XMLベースのMMI記述言語であり，
対話シナリオの可読性が高く，入出力の制御や割
り込み対話の記述が容易であるといった特徴を持
つ．したがって XISL の利用により，システム開
発者はMMI機能を持つWebサービスを容易に提
供できる． 
 XISLは，一 組の対話シナリオを表すdialogの集
合から構成される．OLSシステムの例では，ユー
ザIDの認証を行なう対話，商品閲覧のための対話
などが一つのdialogとして記述される． 
 各 dialogは，対話の最小単位である exchange
の集合を内部に含み，各exchangeは，operation
と action をそれぞれ一つずつ持つ．operation は

ユーザの入力記述部で，例えば音声やポインティ
ングの入力待ち受けが内部の inputに記述される．
一方，actionはシステムのアクション記述部で，
合成音声や擬人化エージェントによる応答を内部
のoutputに記述することができる． 
図 1 に XISL の例を示す．この例では，①

hello.xmlの<page>の内容が，XSLによりブラウ
ザに表示されていることを想定し，②表示指定箇
所がクリックされたときに，③システムが“Hello 
World”と合成音声で応答する対話の記述を示し
ている． 
 
3.    IPA-MMIシステムシステムシステムシステム 
 図2に，IPA-MMIシステムのアーキテクチャを
示す．システムは，フロントエンド，対話制御部，
及び WWW 上のドキュメントサーバから構成さ
れる．ドキュメントサーバには，システムのドキ
ュメント（対話シナリオ（XISL），データ（XML），
表示スタイル（XSL））が保持される．三つのド
キュメント群をそれぞれ独立に取り扱うことで，
データの保守性が向上するといった利点を持つ．
また，対話シナリオや表示スタイルを独立に変更
できることは，異なるユーザインタフェースを持

hello.xislhello.xislhello.xislhello.xisl    
    
<?xml version=<?xml version=<?xml version=<?xml version=””””1.01.01.01.0”””” encoding= encoding= encoding= encoding=””””ShiftShiftShiftShift----JISJISJISJIS””””?>?>?>?>    
<!DOCTYPE xisl SYSTEM <!DOCTYPE xisl SYSTEM <!DOCTYPE xisl SYSTEM <!DOCTYPE xisl SYSTEM ““““xisl.dtdxisl.dtdxisl.dtdxisl.dtd””””>>>>    
<xisl version=<xisl version=<xisl version=<xisl version=””””1.01.01.01.0””””>>>>    
<head><head><head><head>････････････</head></head></head></head>    
<body><body><body><body>    
 <dialog id= <dialog id= <dialog id= <dialog id=””””hello Worldhello Worldhello Worldhello World””””>>>>    
  <exchange>  <exchange>  <exchange>  <exchange>    
   <operation target=   <operation target=   <operation target=   <operation target=””””hello.xmlhello.xmlhello.xmlhello.xml””””>>>>        ----    ①①①①    
     <input type=     <input type=     <input type=     <input type=””””touchtouchtouchtouch”””” event= event= event= event=””””clickclickclickclick””””    

            match=            match=            match=            match=””””/page/page/page/page””””> > > > ----    ②②②②    
   </operation   </operation   </operation   </operation>>>>    
   <action>   <action>   <action>   <action>    
    <output type=    <output type=    <output type=    <output type=””””speechspeechspeechspeech””””event=event=event=event=””””ttsttsttstts----speechspeechspeechspeech””””>>>>    
      <![CDATA[      <![CDATA[      <![CDATA[      <![CDATA[    
        <param name=        <param name=        <param name=        <param name=””””speechspeechspeechspeech----texttexttexttext””””>>>>                            ③③③③    
             Hello World!             Hello World!             Hello World!             Hello World!    
        </param>        </param>        </param>        </param>    
      ]]>      ]]>      ]]>      ]]>    
    </output>    </output>    </output>    </output>    
   </action>   </action>   </action>   </action>    
  </exchange>  </exchange>  </exchange>  </exchange>    
 </dialog> </dialog> </dialog> </dialog>    
</body></body></body></body>    
</xisl></xisl></xisl></xisl>    

図図図図1    XISLの記述例の記述例の記述例の記述例 
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つ端末からの，シームレスなサービスを可能にす
る[5]．これらのドキュメントは，対話制御部に渡
される．対話制御部は，対話シナリオの解釈・実
行，フロントエンドからの入力情報の処理，フロ
ントエンドへの出力命令の送信を行なう．フロン
トエンドは，IPAプロジェクトで開発中の各モジ
ュールを利用した入出力インタフェースを持つ．
入力インタフェースがユーザからの入力を受け付
けると，その内容を対話制御部に送信し，一方，
対話制御部からの出力命令を受けると，出力イン
タフェースがユーザへの出力を行なう． 

IPA-MMIシステムは，PC端末上で動作し，表
１に示すモダリティを使用することができる．な
お，IPAプロジェクトでは，各モジュールが分散
した環境下でも動作するよう，エージェントマネ
ジャが用意されているが，今回のプロトタイプシ
ステムでは，同一システム上にすべてのモジュー
ルを置き，Windows上で動作することを前提に開
発している． 
    以下に，フロントエンドの各モジュールについ
て説明する． 
 
3.1 音声認識モジュール音声認識モジュール音声認識モジュール音声認識モジュール 
 音声認識エンジンには，IPAの日本語ディクテ
ーション基本ソフトウェアに含まれる Julius for 
SAPI を用いる．これは，京都大学音声メディア
研究室で開発された大語彙連続音声認識エンジン 
Julius[6] に，Microsoft社の SAPI を付け加えたも
のである．今回はJulius for SAPIが出力した書き
下し文をスポッティングすることで，ユーザの発
話音声を特定している[7]．なお，IPAプロジェク
トでは，CFG文法の利用が可能な音声認識モジュ
ールを開発中で[4]，将来はこの組込みを予定して
いる． 
 
3.2 顔画像合成モジュール顔画像合成モジュール顔画像合成モジュール顔画像合成モジュール 
 IPAプロジェクトで開発した顔画像合成モジュ
ール[8]のWindows 版を使用する．このモジュー
ルは，任意の顔画像と，予め用意されたワイヤー
フレームモデルとの整合を行なうことにより，顔
モデルを生成する．表情とその継続時間の設定，
および音声合成との同期をとるリップシンク等を
行なうことができる． 
 
 

 

入
力

出
力

図図図図 2 IPA-MMIシステムのアーキテクチャシステムのアーキテクチャシステムのアーキテクチャシステムのアーキテクチャ 
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音声認識など音声認識など音声認識など音声認識など 顔画像・音声合成など顔画像・音声合成など顔画像・音声合成など顔画像・音声合成など 
表表 1  IPA-MMIシステムで利用可能なモダリティシステムで利用可能なモダリティ 
3.3 音声合成モジュール音声合成モジュール音声合成モジュール音声合成モジュール 
 合成エンジンには，今回，東芝 LaLaVoice 
™2001 を使用した．出力の音量，声質，読み上
げキャラクタ等を指定できる．IPAプロジェクト
では，Linux 版音声合成モジュールを開発してい
るが[9]，このWindows 版も検討中であり，完成
後このモジュールに置き換える予定である． 
 
4. Interaction Builderの概要の概要の概要の概要 
以前に報告したIBではOLSシステム用のXISL
の生成が可能であり，実際の OLS システムの画
面を見ながら対話の枠組みを構成し，同システム
で利用できるモダリティの属性(語彙・文法，声質，
表情など)を実際の動作を確認しながら設定でき
た[10][11]． 
今回は，IPA-MMIシステムを対象に，同システ
ムで実行可能なXISLを生成するため，音声認識，
顔画像合成，音声合成モダリティの属性を設定で

モダリティ 受け付け可能なイベント 
または出力動作 

マウス クリック，ダブルクリック等 
音声 音声認識結果 

キーボード キー入力 
ウィンドウ コンテンツの表示 
音声合成 テキストの読み上げ 
顔画像合成 顔モデルの変更，表情，リップシンク等

表表   システムで利用可能なモダリティシステムで利用可能なモダリティ
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きる機能を追加した．図3に対話シナリオを記述
中の IB画面の例を示す．以下では，IBの機能に
ついて説明し，動作画面を基に実行例を示す． 

 
4.1 シナリオビューシナリオビューシナリオビューシナリオビュー 
図3-①は，対話の流れを図式的に表示するため
のシナリオビューを示している．対話の枠組みや
対話の遷移，受け付ける入力イベントやそれに対
する出力動作が，それぞれ一つのブロックで表わ
され，対話の流れに沿って配置される．これによ
り，構築中の対話の流れを容易に理解することが
できる． 
 
4.2 ツールバーツールバーツールバーツールバー 
図3-②に示すバーは，対話を作成する際に利用
する部品(対話の枠組み，組み合わせ，対話の遷移
等)を並べたツールバーである．図4にその拡大図
を示す．ツールバーの左半分は XISL のタグ追加
用のボタンを並べた部分であり，タグツールバー
と呼ぶ．一方，右半分はモダリティの属性を設定
するボタンを並べた部分であり，モダリティツー
ルバーと呼ぶ．ツールバーの中で，使用できない
部品・ボタンは反転表示され(図4の左から1，3，
4個目と8個目以降)，選択できる部品を用意に識
別できるようになっている． 
マルチモーダル対話を作成するには，ツールバ
ーから目的の対話部品を選択し，シナリオビュー

にdrag & dropすればよい．シナリオビューに対
話部品が置かれると，図3-③に示すダイアログボ
ックスが表示され，属性値など必要な情報を入力
するよう促す． 

 
4.3 実行例実行例実行例実行例 
 ここでは，以下に示す対話シナリオを，実際に
IBを用いて生成する過程を，画面例を示しながら
説明する． 

Step 1：：：： 
 IB を起動し，新規作成メニューを選択すると，
図5に示すように，空白のシナリオビューが表示
される．このビュー上に，タグツールバーから目
的の対話部品をdrag&dropしながら，対話シナリ
オを構成していく． 
 

図図図図 3    I Bの実行画面例の実行画面例の実行画面例の実行画面例

１１１１

２２２２ 
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４４４４ 

図図図図4  タグの追加とモダリティを付与するためのツールバータグの追加とモダリティを付与するためのツールバータグの追加とモダリティを付与するためのツールバータグの追加とモダリティを付与するためのツールバー 

図図図図 5    Step1の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面

－シナリオ－－シナリオ－－シナリオ－－シナリオ－ 
音声による入力を待ち受け，指定した文法にマッチす音声による入力を待ち受け，指定した文法にマッチす音声による入力を待ち受け，指定した文法にマッチす音声による入力を待ち受け，指定した文法にマッチす

る入力を受け付けると，エージェントにる入力を受け付けると，エージェントにる入力を受け付けると，エージェントにる入力を受け付けると，エージェントに““““ご用件はなんご用件はなんご用件はなんご用件はなん

ですか？”と発話させるですか？”と発話させるですか？”と発話させるですか？”と発話させる    

（（（（A））））    (B) 
        図図図図6    Step2の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面 
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Step 2：：：： 
 対話の枠組みを構築するため，タグツールバー
から，dialog を選択し，シナリオビューに
drag&dropすると，図6-(A)に示すように，dialog
に必要な情報(ID，引数，繰り返し回数など)を入
力するダイアログボックスが表示される．OK ボ
タンを押すと，図6-(B)に示すように，dialogを示
すブロックがシナリオビューに追加される． 
 
Step 3：：：： 
 dialogを右クリックすることにより表示される
メニューから，図７-(A)に示すように dialog内部
の構造を表示することができる．ここで，受け付
ける入力やそれに対する応答を記述するための枠
である exchangeをタグツールバーから選択し，
dialog上に drag&dropすると，図 7-(B)に示すよ
うに，exchange を示すブロックが追加される．
この exchangeに対し，音声入力とエージェント
の出力を追加する． 
 
Step 4：：：： 
 追加した exchangeをダブルクリックすること
により，exchange 内部の表示に切り替わる．こ
こで，音声入力を待ち受ける記述をするには，モ
ダリティツールバーから音声認識を選択し，

exchange上に drag&dropすればよい．すると，
図8に示すように，音声認識モダリティに必要な
属性(使用する文法ファイル，適用するルールな
ど)を入力するためのダイアログボックスが表示
される．属性を設定しOKボタンを押すと，図 9
に示すように，音声入力を待ち受けることを示す
ブロックが表示される．この後に，エージェント
の動作を追加すれば，目的のシナリオが完成する． 
 
Step 5：：：： 
 音声入力に対応する，エージェント出力を記述
する．モダリティツールバーから，エージェント
を選択し，drag&dropすると，図 10に示すよう
に，必要な属性(表情とその継続時間，発話内容な
ど)を入力するダイアログボックスが表示される．
また，画面右上に表示される実際のエージェント
を利用して，設定した属性値がどういう動作をす
るかを確認することができる．ここで，発話内容
の項目に，｢ご用件は何ですか？｣と入力しOKボ
タンを押すと，図 11 に示すようにシナリオビュ
ーにエージェントの動作を示すブロックが表示さ

(A) (B) 
    図図図図7    Step3の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面 

図図図図8    Step4の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面 (1) 

図図図図 9    Step4の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面 (2)

図図図図 10    Step5の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面 
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れる． 
 一方，図 12 に示すように，ビューを切り替え
ることで，実際の XISL のソースを確認すること
もできる． 
 
5. まとめまとめまとめまとめ 
本報告では，IPA-MMIシステムのためのプロト
タイピングツールについて述べた．今回の開発を
通して，IPA-MMIシステムで利用可能な顔画像エ
ージェント等の入出力モダリティ，およびその属
性を簡単に指定できるようになり，XISLに関する
知識なしでも，MMIの対話シナリオを記述するこ
とが可能になった．IB及び，IPA-MMIシステムは
現在も改良が進んでいる．今後は，変数管理，条
件式の生成等の機能を追加すると共に，シナリオ
作成途中のテスト機能についても検討したい． 
本研究の一部は，情報処理進行事業協会(IPA)
｢独創的情報技術育成事業｣の支援を受けた｢擬人
化音声対話エージェント基本ソフトウェアの開
発｣プロジェクト(Galateaプロジェクト)の一部と
して行なわれている． 
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図図図図 11    Step5の実行画面の実行画面の実行画面の実行画面 

図図図図 12    XISLのソースを表示のソースを表示のソースを表示のソースを表示 
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